
 

タリナム リモン Limón, Talinum 

 
学名：T. paniculatum 
種子粒数の目安： 934ペレット粒/グラム 

 

プラグ生産ステージ 

培地 

水はけがよく､ピート主体の新しい用土を使用。土壌 pH

は 5.5 から 6.1､EC の値は 0.75mmhos/cm(2:1)くらいの中

庸が適正 

 

播種 

288 から 406 穴くらいの範囲のトレイに播種。ヨーロッパで

使われている 264 穴でも可。覆土は､バーミキュライト等で

軽く行う 

 

ステージ 1 – 発芽には 4､5 日要する 

地温:  20-24℃が適正 

光条件:  発芽時に光は不要 

水分:  中よりやや多目に培地の水分を維持(Koranski

の Water Management level 4) 

湿度:  幼根が発生する頃までは相対湿度を 95%+ 

 

ステージ 2  

地温:  20-22℃が適正 

光条件:  26,900 ルクス(2,500 f.c.)まで上げても可 

水分:  レベルを中くらいまで下げて(level 3)､培地内で

の根の生育を促す 

肥料:  レート 1(100ppm(N)､EC 値が 0.7mmhos/cm)で､

リン酸分の低い硝酸態の肥料を与える 

 

ステージ 3 

地温:  19-21℃が適正 

光条件:  26,900 ルクス(2,500 f.c.)まで上げても可 

水分:  培地の表面がやや茶色に乾くくらいまで､乾かし

ぎみにドライな管理を行う(level 2)  

肥料:  レート 2(100-175ppm(N)､EC 値が 0.7-1.2mmhos 

/cm)で､ステージ 2 と同様の肥料を与える 

矮化剤:  このステージでは不要 

 

ステージ４ 

地温:  19-2℃が適正 

光条件:  温度のコントロールが可能なら､53,800 ルクス

(5,000 f.c.)まで上げても可 

水分:  上記ステージ 3 と同じ 

肥料:  上記ステージ 3 と同じ 

 

鉢上げから出荷まで 
培地(用土) 

水はけがよく､ピート主体の新しい用土を使用。土壌 pH

は 5.5 から 6.2 が適正､培地の初期の養分量は中庸 

 

温度 

昼間：19-23℃ 

夜間: 17-19℃ 

 

光条件 

いくぶん遮光を施した方が､この品種特有の明るくきれい

なライトグリーンの葉になるが､遮光し過ぎると節間が徒長

しやすくなるので注意が必要 

 

かん水 

極端に過湿にしたり､乾かしすぎたりしないようにする。苗

を枯らせないように注意する 

 

肥料 

レート 3(175-225ppm(N)､EC 値が 1.2-1.5mmhos/cm)で､リ

ン酸分の低い硝酸態の肥料を週 1 回与える。アンモニア

態と硝酸態の適正なバランスを維持する 

 

 

矮化剤(PGR) 

矮化剤は基本的に不要 

 

ピンチ 

ピンチは不要 
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平均的な生産期間 
播種から移植まで(288-406 穴トレイ): 5 週 

移植から出荷適期まで: 下記 

 

コンテナサイズ 

ポット 

あたりの 

定植本数 

移植から

出荷まで

の週数 

播種から

出荷まで

の週数 

    

306 プレミアムパック 1 4-5 9-10 

    

 10-11cm ポット 1 4-5 9-10 

    

15-16cm ポット 3 4-5 9-10 

 
注意点: ここで言っている出荷適期とは､観葉としての適

期のこと。通常､開花まではさらに 2 週ほどかかる。しかし

ながら､花穂がつき始めるころには株全体が大きくなって

輸送や店頭での置き場所の問題もあり､抽だいする前に販

売することを推奨している。温度の低い土地や時季では､

ここで紹介しているよりも生産期間が長くなる 

 
病例等 

害虫:  とくに報告例はなし 

病気:  とくに報告例はなし 

 
注意:  

• 同品種を生産する場合は､ここで示されている栽培情報

は基本的な参考資料としてお使いください。生産物は､

気候条件や地理的な緯･経度､また作型の時期､ハウス

の環境によって結果が異なることがあります 

• 殺虫･殺菌剤､また矮化剤を用いる場合は､必ずガイドラ

インによる使用方法を遵守しましょう。当該の規定や条

例のもとで､注意書きをよく読み正しく使用することが､使

用者の責務です 

 
注意点：EC値(電気伝導度)は､ピート主体の北米の用土を算出

の基準としているので､土を用いた配合では適合し得ない場合も

あります。 


